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こ
の
概
報
で
は
、
先
に
公
刊
し
た
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
（
四

十
四
）』（
二
〇
一
五
年
一
一
月
刊
）
以
後
に
平
城
宮
・
京
跡
か
ら
出
土
し
た

木
簡
の
う
ち
主
要
な
も
の
、
お
よ
び
新
た
な
調
査
に
よ
っ
て
釈
文
を
補
訂
す
べ

き
こ
と
が
判
明
し
た
も
の
を
紹
介
す
る
。

一
、
木
簡
の
出
土
地
点
と
状
況

第
五
五
一
次
調
査
（
６
Ａ
Ｂ
Ｑ
区
）�

（
二
〇
一
五
年
七
月
～
一
〇
月
）

【
釈
文
は
14
頁
】

　

平
城
宮
第
一
次
大
極
殿
院
の
復
原
に
伴
う
発
掘
調
査
。
第
一
次
大
極
殿
院
内

庭
部
に
東
西
二
つ
の
調
査
区
を
設
定
し
、
調
査
を
行
っ
た
。
調
査
面
積
は
計
三

二
八
㎡
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
西
区
は
、
第
一
次
大
極
殿
の
基
壇
西
南
隅
よ
り
南
へ
四
七
ｍ
西
へ

一
六
ｍ
の
地
点
を
中
心
と
し
て
、
東
西
一
二
ｍ
×
南
北
一
四
ｍ
の
調
査
区
を
設

定
し
た
。
第
一
次
大
極
殿
院
内
庭
部
東
半
で
検
出
し
た
Ｓ
Ｅ
七
一
四
五
の
対
称

位
置
に
あ
た
り
、
Ｓ
Ｅ
七
一
四
五
と
同
様
の
遺
構
の
存
在
の
確
認
と
性
格
の
解

明
を
目
的
と
す
る
。
主
な
検
出
遺
構
は
、
奈
良
時
代
前
半
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

方
形
土
坑
Ｓ
Ｋ
一
九
九
四
五
や
、
平
安
時
代
初
頭
と
み
ら
れ
る
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
七

一
三
二
な
ど
で
あ
る
。

　

木
簡
は
、
方
形
土
坑
Ｓ
Ｋ
一
九
九
四
五
か
ら
八
三
点
（
う
ち
削
屑
八
二
点
）

が
出
土
し
た
。
い
ず
れ
も
下
層
の
青
色
粘
土
層
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。

方
形
土
坑
Ｓ
Ｋ
一
九
九
四
五　

平
面
形
は
約
二
・
七
ｍ
四
方
の
ほ
ぼ
正
方
形
で
、

深
さ
は
約
二
ｍ
。
壁
面
は
直
立
し
、
埋
土
は
大
き
く
上
・
中
・
下
の
三
層
に
分

か
れ
る
。
概
し
て
遺
物
は
少
な
い
が
、
下
層
の
青
色
粘
土
層
か
ら
は
木
簡
や
燃

え
さ
し
、
檜
皮
な
ど
の
木
質
遺
物
が
比
較
的
多
く
出
土
し
た
。
こ
の
Ｓ
Ｋ
一
九

九
四
五
は
、
東
側
の
Ｓ
Ｅ
七
一
四
五
と
大
極
殿
院
の
中
軸
線
を
挟
ん
で
ち
ょ
う

ど
東
西
対
称
と
な
る
位
置
に
存
す
る
。
両
者
と
も
井
戸
枠
な
ど
の
構
造
部
材
を

持
た
ず
、
そ
の
明
確
な
抜
取
痕
跡
も
な
い
。
ま
た
、
埋
土
の
様
相
か
ら
は
、
両

者
と
も
短
期
間
に
一
気
に
埋
め
立
て
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
な

形
状
や
埋
土
の
様
相
か
ら
は
、
可
能
性
は
捨
て
き
れ
な
い
も
の
の
、
両
者
と
も

井
戸
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
Ｓ
Ｅ
七
一
四
五
と
Ｓ
Ｋ
一
九
九
四
五
は
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図 1 　第551次調査西区遺構図



き
わ
め
て
密
接
な
関
係
に
あ
る
一
時
的
な
施
設
と
考
え
ら
れ
る
。

第
五
五
二
・
五
六
六
・
五
七
七
・
五
七
八
次
調
査

　

国
土
交
通
省
に
よ
る
史

跡
朱
雀
大
路
な
ど
の
整
備

に
伴
う
発
掘
調
査
。
朱
雀

門
前
に
お
け
る
朱
雀
大
路
、

二
条
大
路
の
規
模
や
様
相
、

平
城
京
右
京
三
条
一
坊
一

坪
・
二
坪
・
八
坪
の
実
態

の
解
明
な
ど
を
目
指
し
、

計
四
次
に
わ
た
る
調
査
を

行
っ
た
。

　

一　

第
五
五
二
次
調
査
（
６
Ａ
Ｇ
Ｆ
区
）

（
二
〇
一
五
年
一
二
月
～
二
〇
一
六
年
三
月
）

【
釈
文
は
14
・
15
頁
】

　

調
査
地
は
、
右
京
三
条
一
坊
一
・
二
坪
に
あ
た
る
。
朱
雀
門
前
に
お
け
る
朱

雀
大
路
西
側
溝
の
規
模
、
な
ら
び
に
右
京
三
条
一
坊
一
坪
・
二
坪
や
そ
の
間
を

通
る
三
条
条
間
北
小
路
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
南
北

二
カ
所
の
調
査
区
を
設
定
し
た
。
調
査
面
積
は
計
七
九
六
㎡
で
あ
る
。

　

調
査
の
結
果
、
北
区
で
は
朱
雀
大
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
二
六
〇
〇
、
一
坪
を
南
北

に
二
分
す
る
坪
内
道
路
の
北
側
溝
、
坪
内
道
路
と
朱
雀
大
路
の
交
差
点
で
朱
雀

大
路
西
側
溝
に
架
か
る
橋
の
橋
脚
な
ど
を
、
南
区
で
は
Ｓ
Ｄ
二
六
〇
〇
の
南
延

長
部
分
に
加
え
て
三
条
条
間
北
小
路
の
南
北
両
側
溝
、
二
坪
の
築
地
塀
に
伴
う

と
み
ら
れ
る
雨
落
溝
な
ど
を
検
出
し
た
。

　

木
簡
は
、
南
区
で
検
出
し
た
朱
雀
大
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
二
六
〇
〇
か
ら
三
六
点

（
う
ち
削
屑
一
〇
点
）
が
出
土
し
た
。

　

な
お
、
北
区
で
も
同
様
に
Ｓ
Ｄ
二
六
〇
〇
か
ら
木
簡
一
点
（
削
屑
な
し
）
が

出
土
し
た
が
、
釈
読
で
き
な
い
。

朱
雀
大
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
二
六
〇
〇　

南
区
で
は
南
北
約
二
〇
ｍ
に
わ
た
っ
て
検

出
し
た
。
幅
三
・
二
～
四
・
〇
ｍ
、
深
さ
約
一
・
一
ｍ
を
測
り
、
両
岸
と
も
二

段
に
掘
り
込
ま
れ
、
上
段
に
は
杭
列
が
並
ぶ
場
所
が
あ
る
。
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二　

第
五
六
六
次
調
査
（
６
Ａ
Ｇ
Ｆ
区
）�

（
二
〇
一
六
年
三
月
～
七
月
）

【
釈
文
は
16
・
17
頁
】

　

調
査
地
は
、
右
京
三
条
一
坊
一
・
八
坪
に
あ
た
る
。
朱
雀
門
前
に
お
け
る
朱

雀
大
路
西
側
溝
と
二
条
大
路
南
側
溝
の
規
模
、
な
ら
び
に
西
一
坊
坊
間
東
小
路

の
位
置
と
規
模
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
東
西
二
カ
所
の
調
査

区
を
設
定
し
た
。
調
査
面
積
は
計
六
八
四
㎡
で
あ
る
。

　

調
査
の
結
果
、
東
区
で
は
朱
雀
大
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
二
六
〇
〇
と
そ
の
し
が
ら

み
護
岸
、
お
よ
び
二
条
大
路
南
側
溝
Ｓ
Ｄ
四
〇
〇
六
な
ど
を
、
西
区
で
は
Ｓ
Ｄ

四
〇
〇
六
の
西
延
長
部
分
に
加
え
て
二
条

大
路
を
横
断
す
る
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
三
四
〇
〇

な
ど
を
検
出
し
た
。

　

木
簡
は
、
東
区
で
は
朱
雀
大
路
西
側
溝

Ｓ
Ｄ
二
六
〇
〇
Ａ
か
ら
一
三
四
点
（
う
ち

削
屑
一
一
一
点
）、
Ｓ
Ｄ
二
六
〇
〇
（
Ｓ

Ｄ
四
〇
〇
六
と
の
合
流
部
よ
り
南
）
か
ら

一
点
（
削
屑
な
し
）、
二
条
大
路
南
側
溝

Ｓ
Ｄ
四
〇
〇
六
か
ら
二
点
（
う
ち
削
屑
一

点
）
の
計
一
三
七
点
が
、
西
区
で
は
Ｓ
Ｄ

四
〇
〇
六
か
ら
四
一
点
（
う
ち
削
屑
三
五

点
）、
二
条
大
路
を
横
断
す
る
南
北
溝
Ｓ

Ｄ
三
四
〇
〇
か
ら
三
九
点
（
う
ち
削
屑
三

〇
点
）
の
計
八
〇
点
が
出
土
し
た
。
東
西

両
区
を
あ
わ
せ
た
出
土
点
数
は
二
一
七
点

（
う
ち
削
屑
一
七
七
点
）
で
あ
る
。

朱
雀
大
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
二
六
〇
〇　

東
区

で
、
約
一
七
ｍ
に
わ
た
り
検
出
し
た
。
後

述
の
二
条
大
路
南
側
溝
Ｓ
Ｄ
四
〇
〇
六
と

− 3 −

図 4 　第566次調査東区および第578次調査遺構図・土層図
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の
合
流
部
の
北
側
で
は
、
開
削
当
初
の
Ｓ
Ｄ
二
六
〇
〇
Ａ
、
お
よ
び
そ
れ
を
埋

め
た
後
に
西
寄
り
に
新
た
に
掘
削
し
た
Ｓ
Ｄ
二
六
〇
〇
Ｂ
に
分
け
ら
れ
る
。
Ｓ

Ｄ
二
六
〇
〇
Ａ
は
東
肩
の
み
検
出
し
、
西
肩
は
Ｓ
Ｄ
二
六
〇
〇
Ｂ
の
掘
削
時
に

壊
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
幅
は
Ｓ
Ｄ
二
六
〇
〇
Ａ
の
西
岸
の
立
ち
上
が
り
の

形
状
か
ら
推
測
し
て
、
お
よ
そ
三
・
二
～
三
・
五
ｍ
、
深
さ
は
最
大
約
〇
・
九

ｍ
。
東
岸
で
し
が
ら
み
護
岸
を
検
出
し
た
。
Ｓ
Ｄ
二
六
〇
〇
Ｂ
は
、
幅
約
三
・

〇
ｍ
、
深
さ
最
大
〇
・
七
ｍ
。
Ｓ
Ｄ
四
〇
〇
六
の
合
流
部
及
び
そ
の
南
側
で
は
、

約
七
ｍ
に
わ
た
り
検
出
し
た
。
検
出
面
か
ら
の
深
さ
は
約
一
・
一
ｍ
、
幅
は
合

流
部
で
最
大
約
八
・
一
ｍ
、
そ
れ
よ
り
南
で
は
四
・
二
～
五
・
五
ｍ
で
、
場
所

に
よ
り
差
が
大
き
い
。
東
岸
で
杭
列
を
検
出
し
た
が
、
本
来
は
し
が
ら
み
護
岸

で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

二
条
大
路
南
側
溝
Ｓ
Ｄ
四
〇
〇
六　

東
区
で
は
、
約
一
〇
ｍ
に
わ
た
り
検
出
し

た
。
検
出
面
で
の
最
大
幅
は
約
四
・
〇
ｍ
、
深
さ
は
約
一
・
二
ｍ
。
東
流
し
、

前
述
の
朱
雀
大
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
二
六
〇
〇
に
接
続
す
る
。

　

西
区
で
は
、
約
一
八
ｍ
に
わ
た
り
検
出
し
た
。
後
述
す
る
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
三
四

〇
〇
と
の
合
流
部
よ
り
東
で
幅
が
広
く
な
り
、
深
さ
も
増
す
。
規
模
は
、
Ｓ
Ｄ

三
四
〇
〇
の
西
側
で
幅
約
三
・
五
ｍ
、
深
さ
約
〇
・
七
ｍ
。
東
側
で
幅
四
・
〇

～
四
・
五
ｍ
、
深
さ
約
一
・
〇
ｍ
で
あ
る
。

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
三
四
〇
〇　

西
区
で
、
約
五
・
五
ｍ
に
わ
た
り
検
出
し
た
。
幅

三
・
〇
～
三
・
八
ｍ
、
深
さ
約
〇
・
八
ｍ
。
二
条
大
路
南
側
溝
Ｓ
Ｄ
四
〇
〇
六

と
合
流
す
る
。
埋
土
が
Ｓ
Ｄ
四
〇
〇
六
と
類
似
す
る
こ
と
か
ら
、
機
能
時
・
廃

絶
時
と
も
に
一
体
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
南
北
溝
は
さ
ら
に
北
に
延

び
て
お
り
、
平
城
宮
南
面
大
垣
周
辺
ま
た
は
宮
内
の
排
水
機
能
を
有
し
て
い
た

可
能
性
が
あ
る
。
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三　

第
五
七
七
次
調
査
（
６
Ａ
Ｇ
Ｆ
区
）

（
二
〇
一
六
年
一
二
月
～
二
〇
一
七
年
一
月
）

【
釈
文
は
25
・
26
頁
】

　

調
査
地
は
、
右
京
三
条
一
坊
二
坪
に
あ
た
る
。
同
坪
に
お
け
る
朱
雀
大
路
西

側
溝
の
規
模
や
築
地
塀
の
様
相
の
解
明
を
目
的
と
し
た
。
調
査
面
積
は
一
二
〇

㎡
で
あ
る
。

　

調
査
の
結
果
、
朱
雀
大
路
西

側
溝
Ｓ
Ｄ
二
六
〇
〇
と
そ
の
東

西
両
岸
に
打
た
れ
た
杭
列
Ｓ
Ｘ

三
四
二
一
・
三
四
二
二
、
築
地

塀
基
底
部
Ｓ
Ａ
三
四
三
〇
な
ど

を
検
出
し
た
。

　

木
簡
は
、
朱
雀
大
路
西
側
溝

Ｓ
Ｄ
二
六
〇
〇
か
ら
二
一
点

（
う
ち
削
屑
八
点
）
が
出
土
し

た
。

朱
雀
大
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
二
六
〇

〇　

南
北
約
六
ｍ
に
わ
た
っ
て

検
出
し
た
。
幅
三
・
一
～
三
・

四
ｍ
、
深
さ
一
・
〇
～
一
・
一

ｍ
を
測
る
。

　

四　

第
五
七
八
次
調
査
（
６
Ａ
Ｇ
Ｆ
・
６
Ａ
Ｂ
Ｙ
区
）

（
二
〇
一
六
年
一
一
月
～
二
〇
一
七
年
一
月
）

【
釈
文
は
26
頁
】

　

調
査
地
は
、
朱
雀
大
路
と
二
条
大
路
の
交
差
点
の
西
端
に
あ
た
る
。
交
差
点

の
様
相
、
お
よ
び
二
条
大
路
を
横
断
す
る
朱
雀
大
路
西
側
溝
に
架
か
る
橋
な
ど

の
構
造
物
の
有
無
の
確
認
を
目
的
と
し
た
。
調
査
面
積
は
三
二
四
㎡
で
あ
る
。　

調
査
の
結
果
、
朱
雀
大
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
二
六
〇
〇
、
お
よ
び
そ
の
東
岸
に
設
け

ら
れ
た
し
が
ら
み
護
岸
Ｓ
Ｘ
三
四
四
三
や
三
カ
所
の
張
り
出
し
遺
構
Ｓ
Ｘ
三
四

四
〇
～
三
四
四
二
な
ど
を
検
出
し
た
（
遺
構
図
は
３
頁
掲
載
）。

　

木
簡
は
、
朱
雀
大
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
二
六
〇
〇
Ａ
か
ら
九
点
（
い
ず
れ
も
削

屑
）、
Ｂ
か
ら
二
〇
点
（
う
ち
削
屑
一
七
点
）、
Ａ
ま
た
は
Ｂ
か
ら
一
点
（
削

屑
）
の
計
三
〇
点
（
う
ち
削
屑
二
七
点
）
が
出
土
し
た
。

朱
雀
大
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
二
六
〇
〇　

開
削
当
初
の
Ｓ
Ｄ
二
六
〇
〇
Ａ
と
、
そ
れ

を
埋
め
た
後
に
西
寄
り
に
新
た
に
掘
削
し
た
Ｓ
Ｄ
二
六
〇
〇
Ｂ
に
分
け
ら
れ
る
。

Ｓ
Ｄ
二
六
〇
〇
Ａ
は
、
東
肩
の
み
検
出
し
、
幅
は
推
定
三
・
二
～
三
・
五
ｍ
、

深
さ
は
約
〇
・
九
ｍ
。
Ｓ
Ｄ
二
六
〇
〇
Ｂ
は
、
幅
約
三
・
〇
ｍ
、
深
さ
約
〇
・

七
ｍ
を
測
る
。

第
五
七
一
次
調
査
（
６
Ａ
Ｆ
Ｆ
区
）�

（
二
〇
一
六
年
五
月
～
六
月
）

【
釈
文
は
18
～
21
頁
】

　

共
同
住
宅
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
。
調
査
地
は
左
京
二
条
二
坊
十
一
坪
の
西

北
隅
付
近
、
阿
弥
陀
浄
土
院
南
辺
と
二
条
条
間
路
を
挟
ん
で
向
か
い
合
う
位
置

に
あ
た
る
。
調
査
面
積
は
八
四
㎡
で
あ
る
。
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調
査
の
結
果
、
東
西
溝
二
条
、
南
北
溝
二
条
、
柱
穴
一
〇
基
な
ど
を
検
出
し

た
。
い
ず
れ
も
奈
良
時
代
の
遺
構
と
み
ら
れ
、
上
層
遺
構
と
下
層
遺
構
に
分
か

れ
る
。
東
西
溝
は
、
新
旧
二
時
期
の
二
条
条
間
路
南
側
溝
Ｓ
Ｄ
七
一
〇
〇
に
あ

た
る
。

　

木
簡
は
、
計
四
七
七
点
（
う
ち
削
屑
四
〇
四
点
）
が
出
土
し
た
。
遺
構
別
の

内
訳
は
、
二
条
条
間
路
南
側
溝
Ｓ
Ｄ
七
一
〇
〇
か
ら
四
六
七
点
（
う
ち
削
屑
四

〇
〇
点
）、
柱
穴
Ｓ
Ｐ
一
一
一
一
一
（
抜
取
）
か
ら
八
点
（
う
ち
削
屑
四
点
）、

柱
穴
Ｓ
Ｐ
一
一
一
一
二
（
抜
取
）
か
ら
一
点
（
削
屑
な
し
）、
出
土
遺
構
不
明

一
点
（
削
屑
な
し
）
と
な
る
。
ま
た
、
二
条
条
間
路
南
側
溝
Ｓ
Ｄ
七
一
〇
〇
出

土
分
に
つ
い
て
は
、
下
層
の
Ｓ
Ｄ
七
一
〇
〇
Ａ
か
ら
の
出
土
二
三
六
点
（
う
ち

削
屑
二
〇
七
点
）、
上
層
の
Ｓ
Ｄ
七
一
〇
〇
Ｂ
か
ら
の
出
土
二
二
二
点
（
う
ち

削
屑
一
九
三
点
）
に
細
分
さ
れ
、
他
に
Ａ
・
Ｂ
い
ず
れ
か
不
明
な
も
の
が
九
点

（
削
屑
な
し
）
あ
る
。

二
条
条
間
路
南
側
溝
Ｓ
Ｄ
七
一
〇
〇　

下
層
の
Ｓ
Ｄ
七
一
〇
〇
Ａ
は
幅
三
ｍ
以

上
、
深
さ
〇
・
九
ｍ
以
上
、
上
層
の
Ｓ
Ｄ
七
一
〇
〇
Ｂ
は
幅
三
・
八
ｍ
以
上
、

深
さ
〇
・
四
～
〇
・
五
ｍ
を
測
る
。
い
ず
れ
も
北
肩
は
調
査
区
外
と
な
り
検
出

で
き
て
い
な
い
。
南
肩
の
位
置
は
、
上
層
の
Ｓ
Ｄ
七
一
〇
〇
Ｂ
の
方
が
Ｓ
Ｄ
七

一
〇
〇
Ａ
よ
り
〇
・
六
ｍ
南
に
あ
る
。

柱
穴
Ｓ
Ｐ
一
一
一
一
一
・
Ｓ
Ｐ
一
一
一
一
二　

い
ず
れ
も
上
層
で
検
出
し
た
掘

立
柱
の
柱
穴
。
規
模
は
、
Ｓ
Ｐ
一
一
一
一
一
が
南
北
約
〇
・
九
ｍ
、
深
さ
約

〇
・
六
ｍ
、
Ｓ
Ｐ
一
一
一
一
二
が
南
北
約
〇
・
九
ｍ
、
東
西
〇
・
七
ｍ
以
上
、

深
さ
約
〇
・
八
ｍ
。
同
じ
建
物
の
柱
穴
の
可
能
性
も
あ
る
。

第
五
七
五
次
調
査
（
６
Ｂ
Ｆ
Ｋ
区
）�

（
二
〇
一
六
年
八
月
）

【
釈
文
は
22
頁
】

　

個
人
住
宅
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
。
調
査
地
は
、
法
華
寺
旧
境
内
の
中
心
か

ら
や
や
南
東
に
あ
た
り
、
法
華
寺
東
面
回
廊
の
外
側
に
位
置
す
る
と
想
定
さ
れ

て
い
る
。
調
査
面
積
は
三
〇
㎡
で
あ
る
。

　

調
査
の
結
果
、
一
四
～
一
六
世
紀
に
廃
絶
し
た
と
み
ら
れ
る
土
坑
や
近
世
の

所
産
と
み
ら
れ
る
埋
甕
遺
構
に
加
え
て
、
磚
組
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
一
一
一
二
五
な
ど

を
検
出
し
た
。

　

木
簡
は
、
磚
組
井
戸
Ｓ
Ｅ
一
一
一
二
五
か
ら
、
計
七
点
（
削
屑
な
し
）
が
出

土
し
た
。

磚
組
井
戸
Ｓ
Ｅ
一
一
一
二
五　

東
西
約
九
五
㎝
、
南
北
約
八
〇
㎝
の
楕
円
形
の

磚
組
井
戸
。
検
出
面
か
ら
の
深
さ
は
約
二
・
九
ｍ
。
掘
方
は
東
西
約
一
・
六
ｍ
、
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南
北
約
一
・
五
ｍ
。
磚
は
幅
二
四
㎝
、
高
さ
二
七
㎝
、
厚
さ
三
㎝
で
、
外
側
に

は
綾
杉
状
の
刻
み
目
が
横
方
向
に
二
列
に
施
さ
れ
る
。
一
周
一
一
枚
の
磚
が
少

な
く
と
も
八
段
積
ま
れ
て
お
り
、
検
出
面
か
ら
下
に
数
え
て
八
段
目
の
途
中
か

ら
は
磚
の
内
側
に
東
西
約
八
五
㎝
、
南
北
約
七
〇
㎝
の
桶
を
逆
位
に
据
え
て
い

る
。
内
部
か
ら
は
近
世
に
加
え
て
近
現
代
の
遺
物
が
出
土
し
て
お
り
、
廃
絶
は

近
現
代
に
降
る
。
幕
末
に
著
わ
さ
れ
た
喜
田
川
守
貞
『
守
貞
漫
稿
』
で
は
こ
の

よ
う
な
構
造
の
井
戸
が
京
坂
に
特
徴
的
な
も
の
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
堺

市
の
堺
環
濠
都
市
遺
跡
や
京
都
市
の
史
跡
御
土
居
周
辺
な
ど
で
は
室
町
時
代
か

ら
江
戸
時
代
初
頭
ま
で
に
構
築
さ
れ
た
事
例
が
知
ら
れ
る
。

第
五
七
六
次
調
査
（
６
Ａ
Ｂ
Ｌ
区
）�

（
二
〇
一
六
年
一
〇
月
～
一
一
月
）

【
釈
文
は
22
～
25
頁
】

　

国
土
交
通
省
に
よ
る
史
跡
朱
雀
大
路
な
ど
の
整
備
に
伴
う
発
掘
調
査
。
調
査

地
は
二
条
大
路
の
東
一
坊
域
、
左
京
三
条
一
坊
一
・
八
坪
の
北
方
に
あ
た
る
。

第
五
六
六
次
調
査
に
お
い
て
検
出
し
た
二
条
大
路
を
横
断
す
る
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
三

四
〇
〇
に
つ
い
て
、
朱
雀
大
路
を
挟
ん
で
東
西
対
称
の
位
置
に
あ
た
る
東
一
坊

域
で
の
有
無
を
確
認
し
、
計
画
的
に
配
置
さ
れ
た
溝
で
あ
る
か
検
証
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
。
調
査
面
積
は
二
三
〇
㎡
で
あ
る
。
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調
査
の
結
果
、
二
条
大
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
一
二
五
〇
、
お
よ
び
北
西
か
ら
南
東

に
流
れ
る
時
期
不
明
の
自
然
流
路
Ｎ
Ｒ
一
九
九
六
二
～
一
九
九
六
六
な
ど
を
検

出
し
た
。
Ｓ
Ｄ
三
四
〇
〇
に
対
応
す
る
、
二
条
大
路
を
横
断
す
る
南
北
溝
は
確

認
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

木
簡
は
、
五
六
三
点
（
う
ち
削
屑
五
二
一
点
）
が
出
土
し
た
。
す
べ
て
二
条

大
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
一
二
五
〇
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。

二
条
大
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
一
二
五
〇　

幅
六
・
〇
（
東
側
）
～
七
・
五
（
西
側
）

ｍ
、
深
さ
約
一
・
五
ｍ
を
測
る
。
西
側
が
膨
ら
む
の
は
、
宮
内
か
ら
流
れ
出
る

中
央
大
溝
Ｓ
Ｄ
三
七
一
五
と
の
合
流
部
が
近
い
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

第
五
九
三
次
調
査
（
６
Ａ
Ｌ
Ｑ
区
）（

二
〇
一
七
年
一
〇
月
～
二
〇
一
八
年
一
月
）

【
釈
文
は
27
頁
】

　

特
別
史
跡
平
城
宮
跡
の
学
術
調
査
。
調
査
地
は
平
城
宮
東
院
地
区
の
中
枢
部

や
や
西
北
寄
り
に
位
置
す
る
。
東
院
地
区
の
中
枢
建
物
群
が
存
し
た
と
推
定
さ

れ
る
中
枢
部
か
ら
西
北
辺
に
か
け
て
の
遺
構
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
、
東
院
地

区
全
体
の
空
間
利
用
の
変
遷
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
調
査
面
積
は

九
六
九
㎡
（
う
ち
新
規
調
査
面
積
八
八
二
㎡
）
で
あ
る
。

　

調
査
の
結
果
、
奈
良
時
代
前
半
か
ら
末
期
に
か
け
て
の
掘
立
柱
建
物
や
塀
、

溝
な
ど
を
数
多
く
検
出
し
た
。
ま
た
、
調
査
区
東
北
部
で
は
大
型
の
井
戸
Ｓ
Ｅ

二
〇
〇
〇
〇
を
検
出
し
た
。
Ｓ
Ｅ
二
〇
〇
〇
〇
の
周
囲
に
は
石
組
溝
が
付
属
し
、

派
生
す
る
溝
Ｓ
Ｄ
二
〇
〇
一
〇
～
二
〇
〇
一
三
や
掘
立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ
二
〇
〇
一

五
が
一
体
的
か
つ
計
画
的
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
遺
構
の
状
況
に

加
え
、
Ｓ
Ｄ
二
〇
〇
一
一
～
二
〇
〇
一
三
か
ら
調
理
具
や
貯
蔵
具
を
含
む
多
量

の
土
器
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
調
査
区
周
辺
は
奈
良
時
代
後
半
の

東
院
中
枢
部
に
お
け
る
食
膳
を
準
備
す
る
厨
に
関
連
す
る
空
間
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

木
簡
は
、
井
戸
Ｓ
Ｅ
二
〇
〇
〇
〇
か
ら
計
六
点
（
う
ち
削
屑
一
点
）
が
出
土

し
た
。
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井
戸
Ｓ
Ｅ
二
〇
〇
〇
〇　

奈
良
時
代
後
半
に
属
す
る
と
み
ら
れ
る
大
型
の
井
戸
。

一
辺
約
四
・
六
ｍ
の
平
面
方
形
の
井
戸
枠
掘
方
と
、
四
周
に
石
組
溝
を
配
す
る

掘
方
外
周
の
空
間
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
ま
た
、
東
側
に
は
ス
テ
ッ
プ
状
の
段
Ｓ

Ｘ
二
〇
〇
〇
七
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、
東
か
ら
井
戸
枠
に
接
近
す
る
構
造
で
あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

井
戸
枠
は
完
全
に
失

わ
れ
て
い
る
。
抜
取
穴

は
掘
方
中
央
西
寄
り
で

検
出
さ
れ
、
東
西
約

一
・
三
ｍ
、
南
北
約

一
・
五
ｍ
の
不
整
円
形

を
呈
す
る
。
木
簡
は
い

ず
れ
も
、
こ
の
井
戸
枠

抜
取
穴
埋
土
の
う
ち
暗

灰
色
粘
土
層
か
ら
出
土

し
た
。

　

Ｓ
Ｅ
二
〇
〇
〇
〇
は
、

東
院
中
枢
部
に
お
い
て

清
浄
な
水
を
確
保
す
る

た
め
の
井
戸
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
掘
立
柱

建
物
Ｓ
Ｂ
二
〇
〇
一
五

な
ど
の
関
連
施
設
は
、

Ｓ
Ｅ
二
〇
〇
〇
〇
の
水

を
効
率
的
に
利
用
す
る

洗
い
場
に
類
す
る
施
設

で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け

ら
れ
る
。
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第
六
〇
一
次
調
査
（
６
Ｂ
Ｆ
Ｋ
区
）�

（
二
〇
一
八
年
七
月
～
九
月
）

【
釈
文
は
27
頁
】

　

共
同
住
宅
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
。
調
査
地
は
平
城
京
左
京
二
条
二
坊
十
五

坪
、
法
華
寺
旧
境
内
に
あ
た
る
。
当
該
地
に
お
け
る
遺
構
の
あ
り
方
や
、
古
代

か
ら
中
・
近
世
に
か
け
て
の
土
地
利
用
の
様
相
の
解
明
な
ど
を
目
的
と
し
た
。

当
初
は
面
積
四
一
二
㎡
の
Ｌ
字
型
の
調
査
区
を
設
定
し
た
が
、
調
査
区
北
西
を

七
二
㎡
分
拡
張
し
、
ま
た
調
査
区
北
方
に
も
別
に
四
二
㎡
の
北
調
査
区
を
設
け

た
た
め
、
最
終
的
な
調
査
面
積
は
計
五
二
六
㎡
と
な
っ
た
。

　

調
査
の
結
果
、
奈
良
時
代
の
遺
構
と
し
て
は
何
ら
か
の
造
営
工
事
に
関
わ
る

一
括
廃
棄
土
坑
と
考
え
ら
れ
る
土
坑
Ｓ
Ｋ
一
一
二
四
〇
や
、
総
柱
建
物
と
み
ら

れ
、
八
角
形
に
面
取
り
さ
れ
た
柱
根
一
基
が
遺
存
す
る
掘
立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ
一
一

二
五
〇
な
ど
を
検
出
し
た
。
加
え
て
、
調
査
区
の
大
部
分
を
占
め
る
濠
状
遺
構

Ｓ
Ｄ
一
一
二
七
〇
や
そ
の
底
面
に
掘
り
込
ま
れ
た
土
坑
Ｓ
Ｋ
一
一
二
七
三
ほ
か

の
土
坑
な
ど
、
中
・
近
世
の
遺
構
を
多
く
検
出
し
た
。

　

江
戸
時
代
中
期
か
ら
後
期
頃
の
様
子
を
描
い
た
と
み
ら
れ
る
法
華
寺
村
絵
図

（
法
華
寺
蔵
）
を
参
照
す
る
と
、
村
内
の
田
畑
に
は
「
垣
内
」
と
い
う
地
名
が

多
く
み
ら
れ
、
本
調
査
区
の
す
ぐ
南
側
に
は
「
大
堀
」
と
記
さ
れ
た
東
西
に
長

い
区
画
が
描
か
れ
る
。
こ
れ
ら
を
勘
案
す
る
と
、
Ｓ
Ｄ
一
一
二
七
〇
は
中
世
法

華
寺
集
落
の
環
濠
に
関
連
す
る
遺
構
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

木
簡
は
、
濠
状
遺
構
Ｓ
Ｄ
一
一
二
七
〇
の
底
面
に
掘
り
込
ま
れ
た
土
坑
Ｓ
Ｋ

一
一
二
七
三
か
ら
、
一
点
が
出
土
し
た
。

濠
状
遺
構
Ｓ
Ｄ
一
一
二
七
〇
・
土
坑
Ｓ
Ｋ
一
一
二
七
三　

Ｓ
Ｄ
一
一
二
七
〇
は

北
東
方
向
か
ら
南
西
方
向
へ
の
流
れ
を
本
流
と
し
、
周
辺
は
浅
い
湿
地
状
を
呈

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
断
面
観
察
の
結
果
、
大
き
く
三
段
階
の
変
遷
が
確

認
さ
れ
た
。
第
一
段
階
は
底
面
に
Ｓ
Ｋ
一
一
二
七
三
な
ど
複
数
の
土
坑
が
掘
り

込
ま
れ
、
土
坑
間
に
は
堤
状
・
岬
状
の
部
分
が
残
さ
れ
る
。
第
二
段
階
は
第
一

段
階
の
埋
め
立
て
土
に
あ
た
る
。
第
三
段
階
に
は
幅
約
三
・
八
ｍ
、
深
さ
約
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〇
・
三
ｍ
の
浅
い
溝
と
な
る
。
第
一
段
階
の
埋
土
か
ら
は
一
四
～
一
五
世
紀
の

土
師
器
皿
や
羽
釜
、
木
製
遺
物
な
ど
が
、
第
三
段
階
の
埋
土
か
ら
は
近
世
陶
器

が
そ
れ
ぞ
れ
出
土
し
た
。

　

以
上
の
発
掘
調
査
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、『
奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
二
〇

一
六
』（
第
五
五
一
次
）、『
同
二
〇
一
七
』（
第
五
五
二
・
五
六
六
・
五
七
一
・

五
七
五
～
五
七
八
次
）、『
同
二
〇
一
八
』（
第
五
九
三
次
）、『
同
二
〇
一
九
』

（
第
六
〇
一
次
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

な
お
、
平
城
京
右
京
一
条
二
坊
四
坪
・
西
一
坊
大
路
・
一
条
南
大
路
で
実
施

し
た
第
五
六
五
次
調
査
（
二
〇
一
六
年
）
で
西
一
坊
大
路
黒
色
土
盛
土
か
ら
木

簡
一
点
（
削
屑
）
が
出
土
し
た
が
、
釈
読
で
き
な
い
。

二
、
凡　

例

（
一
）
本
書
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
都
城
発
掘
調
査
部
（
平
城
地
区
）
の
第

五
五
一
・
五
五
二
・
五
六
六
・
五
七
一
・
五
七
五
・
五
七
六
・
五
七

七
・
五
七
八
・
五
九
三
・
六
〇
一
次
の
各
調
査
で
出
土
し
た
木
簡
、
お

よ
び
既
刊
の
『
平
城
京
木
簡
一
│
長
屋
王
家
木
簡
一
│
』
掲
載
分
の
う

ち
釈
文
な
ど
に
補
訂
が
生
じ
た
も
の
を
報
告
対
象
と
す
る
。
新
出
木
簡

の
釈
文
は
、
調
査
次
数
順
に
掲
載
し
た
。
た
だ
し
、
第
五
五
二
・
五
六

六
・
五
七
七
・
五
七
八
次
調
査
は
平
城
京
朱
雀
門
周
辺
・
朱
雀
大
路
・

二
条
大
路
を
対
象
と
し
た
一
連
の
調
査
で
あ
る
た
め
、
前
出
の
「
一
、

木
簡
の
出
土
地
点
と
状
況
」
で
は
一
括
し
て
取
り
扱
っ
た
（
２
～
５
頁
）。

（
二
）
木
簡
は
、
内
容
に
よ
り
、
文
書
、
付
札
、
そ
の
他
の
順
に
排
列
す
る
の

を
原
則
と
し
、
新
出
木
簡
に
は
便
宜
的
に
通
し
番
号
を
付
し
た
。

（
三
）
釈
文
の
漢
字
は
、
概
ね
現
行
常
用
字
体
に
改
め
た
が
、「
龍
」「
廣
」

「
實
」「
證
」「
嶋
」
な
ど
に
つ
い
て
は
右
の
字
体
を
使
用
し
た
。

（
四
）
釈
文
に
加
え
た
符
号
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・	

木
簡
の
表
裏
に
文
字
が
あ
る
場
合
、
そ
の
区
別
を
示
す
。

о	
�

木
簡
の
上
端
も
し
く
は
下
端
に
、
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
こ
と
を

示
す
。

…
…	

�

同
一
木
簡
と
推
定
さ
れ
る
が
直
接
接
続
せ
ず
、
中
間
の
一
字
以

上
が
不
明
な
こ
と
を
示
す
。

…
…	

�
木
目
と
直
交
す
る
方
向
の
刻
線
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
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□
□
□	

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
確
認
で
き
る
も
の
。

　

	

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
数
え
ら
れ
な
い
も
の
。

　

	
�

記
載
内
容
か
ら
、
上
ま
た
は
下
に
一
字
以
上
の
文
字
を
推
定
で

き
る
も
の
。
但
し
、
削
屑
に
つ
い
て
は
煩
雑
に
な
る
の
で
、
こ

の
記
号
は
省
略
し
た
。

	
�

抹
消
に
よ
り
判
読
が
困
難
な
も
の
。

 
	

�

抹
消
部
分
の
字
画
が
明
ら
か
な
場
合
に
限
り
、
原
字
の
左
傍
に

付
し
た
。

〔
× 

〕	
�

文
字
の
上
に
重
書
し
て
原
字
を
訂
正
し
て
い
る
場
合
、
訂
正
箇

所
の
左
傍
に
・
を
付
し
、
原
字
を
上
の
要
領
で
右
傍
に
示
す
。

「　

 

」	
�

異
筆
、
追
筆
。

	

合
点
。

〔　

 

〕	
�

校
訂
に
関
す
る
註
の
う
ち
、
本
文
に
置
き
換
わ
る
べ
き
文
字
を

含
む
も
の
。

（　

 

）	

右
以
外
の
校
訂
註
、
お
よ
び
説
明
註
。

カ	

編
者
が
加
え
た
註
で
、
疑
問
が
残
る
も
の
。

マ
ヽ	

文
字
に
疑
問
は
な
い
が
、
意
味
が
通
じ
難
い
も
の
。

（
五
）
釈
文
下
の
上
段
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
、
木
簡
の
長
さ
・
幅
・
厚
さ
を
示

す
（
単
位
は
㎜
）。
欠
損
・
二
次
的
整
形
の
場
合
、
現
存
部
分
の
法
量

を
括
弧
付
き
で
示
し
た
。
な
お
、
長
さ
・
幅
は
木
簡
の
文
字
の
方
向
に

よ
る
。
削
屑
に
つ
い
て
は
、
法
量
の
表
記
を
省
略
し
た
。

（
六
）
釈
文
下
の
中
段
に
、
現
在
の
遺
存
の
形
態
を
示
す
型
式
番
号
を
記
し
た
。

型
式
番
号
は
次
の
通
り
で
、
四
桁
の
数
字
を
用
い
て
い
る
が
、
本
概
報

で
は
時
代
を
示
す
千
の
位
を
省
き
、
下
三
桁
で
表
し
た
。
な
お
、
端
と

は
、
木
簡
を
木
目
方
向
に
置
い
た
時
の
上
下
両
端
を
い
う
。

　

6011

型
式　

長
方
形
の
材
の
も
の
。

　

6015

型
式　

長
方
形
の
材
の
側
面
に
孔
を
穿
っ
た
も
の
。

　

6019

型
式　

一
端
が
方
頭
で
、
他
端
は
折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
、
原
形

の
失
わ
れ
た
も
の
。
原
形
は6011

・6015

・6032

・6041

・

6051

型
式
の
い
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

　

6021

型
式　

小
型
矩
形
の
も
の
。

　

6022

型
式　

小
型
矩
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。

　

6031

型
式　

長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
も
の
。
方

頭
・
圭
頭
な
ど
種
々
の
作
り
方
が
あ
る
。

　

6032

型
式　

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
も
の
。

　

6033

型
式　

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
、
他
端
を
尖

ら
せ
た
も
の
。

　

6039

型
式　

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、
他
端
は

折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。
原
形
は

6031

・6032

・6033

・6043

型
式
の
い
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

　

6041

型
式　

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
、
羽
子
板
の
柄
状
に
作
っ

た
も
の
。

　
6043

型
式　

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
、
羽
子
板
の
柄
状
に
し
左

右
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
も
の
。

　

6049
型
式　

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
、
羽
子
板
の
柄
状
に
し
て

い
る
が
、
他
端
は
折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
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た
も
の
。
原
形
は6041

・6043

型
式
の
い
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ

る
。

　

6051

型
式　

長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

　

6059

型
式　

長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
が
、
他
端
は
折
損
・
腐

蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。
原
形
は6033

・

6051

型
式
の
い
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

　

6061

型
式　

用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。（　

）
内
に
製

品
名
を
註
記
し
た
。

　

6065

型
式　

用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

　

6081

型
式　

折
損
・
割
截
・
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
、
原
形
の
判
明
し
な
い

も
の
。

　

6091

型
式　

削
屑
。

　

�　

括
弧
内
の
番
号
は
、
二
次
的
整
形
の
場
合
に
推
定
で
き
る
原
形
の
型
式
番

号
を
表
す
。

（
七
）
釈
文
下
の
下
段
に
出
土
地
点
を
示
す
小
地
区
名
（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
・

数
字
）
を
記
し
た
。
Ｚ
は
地
区
不
明
を
示
す
。
複
数
の
地
区
か
ら
出
土

し
た
断
片
が
接
続
し
た
場
合
は
、
地
区
名
を
＋
で
併
記
し
た
。

（
八
）
釈
文
の
出
土
地
点
の
下
に
付
し
た
「*

」
印
は
、
巻
頭
図
版
に
写
真
を

掲
げ
た
木
簡
を
示
す
。
例
え
ば
、「*2

」
は
「
図
版
二
」
に
対
応
す
る
。

　

本
書
の
作
成
は
、
都
城
発
掘
調
査
部
史
料
研
究
室
が
行
っ
た
。
木
簡
の
釈
読

に
は
、
渡
辺
晃
宏
（
現
副
所
長
）・
吉
川
聡
（
文
化
遺
産
部
歴
史
研
究
室
長
）・

馬
場
基
・
山
本
崇
・
桑
田
訓
也
・
山
本
祥
隆
が
あ
た
り
、
藤
間
温
子
・
畑
野
吉

則
が
補
助
し
、
有
田
洋
子
・
吉
岡
直
人
両
氏
の
協
力
を
得
た
。
編
集
に
際
し
て

は
、
安
居
院
京
子
・
北
野
智
子
・
小
池
綾
子
・
杉
本
敬
子
・
田
中
美
香
・
寺
尾

淳
子
各
氏
の
協
力
を
得
た
。
写
真
は
企
画
調
整
部
写
真
室
の
中
村
一
郎
・
飯
田

ゆ
り
あ
・
鎌
倉
綾
の
撮
影
に
よ
る
。
な
お
、
本
書
の
編
集
は
山
本
祥
隆
が
担
当

し
た
。
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（  木簡出土地　  本号掲載木簡出土地）
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